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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
〈祈りのために〉
「だれも、ふたりの主人に兼ね仕えることはできない。一方を憎んで他方を愛し、あるいは、一方に親しんで他方をうとんじるからである。あなたがたは、神と富とに兼ね仕えることはできない」。　　　　　　　（マタイによる福音書6章24節、口語訳）
　「あなたがたは、神と富とに兼ね仕えることはできない」。それは「できない」と主イエスは告げられている。「神と富とに兼ね仕えてはならない」と戒め、禁じられているのではない。この御言葉は、禁止の御命令ではなく、わたしたちがわたしたちのために「死んで生き返られた」（ローマ14：7）主のものであるという証しである。それゆえ、わたしたちは神にお仕えするしかない、わたしたちは既にそのものであるという、主イエスの証しである。それゆえこの証しはわたしたちの支えであり、決して揺るぐことなく、取り去られることはない。
　ただこの御言葉を、わたしたちはいつも、是非とも主に請い求めつつ、捉えているべきである。わたしたちは主のものでありつつ、遣わされているこの世にあっては、富の誘惑に常にさらされている。これにわたしたちは足を取られやすく、神にのみ仕え、栄光を帰す営みを弱めてしまうことがあるものである。このことは、わたしたちがキリスト者として世にある生活の経験から知られることであるが、さらに、主イエス御自身が御言葉により示されていることである。「一方を憎んで他方を愛し、あるいは、一方に親しんで他方をうとんじる」。
　それでも、そのわたしたちの主イエス・キリストは高い山の上で悪魔から「もしあなたが、ひれ伏してわたしを拝むなら、これらのものを皆あなたにあげましょう」と「この世のすべての国々とその栄華」を示された時、「サタンよ、退け。『主なるあなたの神を拝し、ただ神にのみ仕えよ』と書いてある」(マタイ4：8－10)と退けられた勝利者であられる。特に富によって人々を堕落させ、自分の奴隷にし、最後には滅びへと置き去りにする悪魔の世に、主イエスは勝利しておられる。その勝利に与らせつつ、わたしたちがいよいよ神にのみ仕えるものであるよう励まして下さっているのである。
　わたしたちがこの国にあって、「ただ神にのみ仕え」るものであるために、わたしたちは特に靖国神社問題と取り組まされているのであるが、それは、とりわけ金により、富により、わたしたちを絶えず惑わしてやまない悪魔との戦いでもある。そのため、わたしたちはこの課題に自分では何も為し得ないのであるが、主が、わたしたちに「あなたがたは、神と富とに兼ね仕えることはできない」と知恵を与え、支えて、励ます御言葉を与えて下さる。これにより、わたしたちは、靖国神社問題と取り組む。このことを通しても、わたしたちは神に仕え、その栄光を現す。靖国に先鋭化し現れている力のなお支配しているこの国に対して勝利者であることが出来る。わたしたちは主のものであり、その僕なのである。
（祈り）
　わたしたちが、この国で、今、よく、靖国神社問題と取り組み主に従う者であるよう、御言葉によって富の誘惑から守り、誘惑にいよいよ勝利しているものであらせて下さい。
　　　　　　　　　篠塚予奈（東京告白教会牧師、大会靖国神社問題特別委員会委員）
「残りの民として生きる」
池永倫明（近畿中会所属無任所教師）
われわれ日本キリスト教会は、平和を造り出す信仰告白の歩みを貫くために、筆者の立ち戻る書物がある。ドイツの戦争罪責を荷って戦後のドイツ改革派教会の一牧師として働いたニーゼル牧師である。彼はかつて日本キリスト教会に迎えられ、神学的遺書として連続講演をして「神の栄光の神学」という名で出版された。どの教会の図書室にもある書物である。この書物は日本という地盤をよく考えて、ハイデルベルク教理問答を徹底して解説、敷衍（ふえん）したような、ある意味で地道な書であるが、今日の異様なナショナリズムの高波の中で、落ち着いて神の栄光を仰ぎ、神の栄光に応答して生きる道を指し示す活ける書である。筆者はこの書に挑発されて、以下に筆者の思いを記したい。
１．神はイスラエルとの契約（約束）を世の終わりまで貫く、信実なまことの主であられ、
　われわれ日本キリスト教会は、異邦人の中から選ばれて、約束の主イエス・キリストを通
　してイスラエルの残れる民に接ぎ木された、日本の地に生かされた群れである。肉的な接
　ぎ木でなく、霊的な関係によるイスラエルの残りの民に接ぎ木され、アブラハム以来の神
　と民の歴史を物語りつつ、そこに民の不信実な失敗の歴史にも目を閉ざさず、日本のアジ
ア諸国侵略の近代史を含め、さらに旧約の民の失敗の歴史をも振り返って、偶像崇拝に足
を救われた歴史をも忘れまいとする民である。ゆえに蛇のように賢く、たとい周囲にマイ
ンドコントロールの嵐が吹き荒れてもそれに引き込まれず、主の委託から目をそらさぬ蛇
の賢さを持つ。またわれわれ教会は政治的術策にエネルギーを用いず、鳩のごとく素直に、
見張りの務めにおいて、十戒に基づいて、「否」と告白すべきときは「否」と告白する。
２．われわれ日本キリスト教会は洗礼において、キリストと共に十字架につけられ、葬られ、
御言と聖餐の養いを受けつつ、終末の復活を含めて、キリストの再臨を待ち望む群であり

贖われるのを待ち望んで呻く全被造物と共存している。イスラエルの残りの民は、つねに
この世から拒絶された苦労多き民であるが、「あなたがたは世にあって悩みがある。勇気
を出しなさい。私は世にうち勝ったのである」と上から支えられる群である。信じ難いこ

とであるが、終末には全人類が、ユダヤの民も、異邦人も、イスラム教徒も、仏教徒も、
キリスト者も、つまり全人類がキリストへの信仰を通して、イスラエルに接ぎ木されるこ
とも最終的にイスラエルの神の信実な約束である。繰り返すが、信じ難いことであり、具
体的なことは何もわからないが、神の約束は終末において成就する。こんなに分断され、
言葉が通じ合えない面を露出しているこの世界に、神は全人類がイエス・キリストにおい
て一致する世界を神の信実において約束しておられる。
３．急転直下であるが、今日の民間のヘイトスピーチ、さらに日本政府の事実を歪める歴史
認識問題は、世界市民を通して、その誤りが先ず指摘されるはずである。ヘイトスピーチ
は、弱い人々に向けられた深刻なもので、先ず世界市民の世論を喚起し、同時に国内で人
権尊重の世論を、われわれも喚起させる責任がある。「おもてなし」を約束する国が、ヘ
イトスピーチを放任していると世界市民がもし知ったら、オリンピック開催国返上を日本
政府に求めてくるであろう。
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問い…鎮霊社があるところを教えて下さい。

答え…靖国神社の境内で、本殿に向かってすぐ左側にある小さな社(やしろ)が鎮霊社です。1965年の創建です。鳥居もなく、注意して探さないと見過ごしてしまいそうです。2013年12月26日、安倍首相は本殿に参拝したあと、ここに参拝しました。

問い…安倍首相が鎮霊社に参拝した目的は何ですか。

答え…安倍首相はこの日の記者会見でこう発言しています。「本日、靖国神社に参拝を致しました。（中略）そして同時に靖国神社の境内にあります鎮霊社にもお参りをしてまいりました。鎮霊社は靖国神社に祭られていないすべての戦場に倒れた人々、日本人だけではなく諸外国の人々も含めてすべての戦場に倒れた人々の慰霊のためのお社であります。その鎮霊社に対して、すべての戦争において、命を落とされた人々のために手を合わせ、ご冥福をお祈りし、そして、二度とふたたび戦争の惨禍によって人々が苦しむことのない時代をつくるとの決意を込めて、不戦の誓いを致しました。」

問い…そこにどういう問題がありますか。

答え…安倍首相が言うように、鎮霊社は靖国神社の本殿に祀られていない国内外の戦争犠牲者を慰霊しています。しかし、それだけに、日本の天皇の軍隊に入って死んだ軍人のみを慰霊・顕彰する靖国神社では異質の存在です。事実、靖国神社を支える人たちの中には、鎮霊社を靖国神社を創建した明治天皇の「聖旨」とは異なるうろんなもの、淫祠だとして廃祀を唱える人が多いのです。安倍首相は本殿の参拝で想定される国内外の非難をかわすために鎮霊社を参拝したのでしょうが、これはごまかしでしかありません。靖国神社の中でふだん冷遇されながら、ここが戦争のための神社ではないとアピールするために、都合の良い時だけ引っ張り出されるのが鎮霊社です。

問い…東条英機ら日本を戦争に導いたＡ級戦犯は、1978年に本殿に合祀される前は鎮霊社に祀られていたのでしょうか

答え…靖国神社側は口をにごしていますが、その可能性が高いです。Ａ級戦犯が本殿に合祀される前、どこかで祀られていたとすると鎮霊社以外には考えにくいからです。そうなると、靖国神社は鎮霊社で祀っていた諸霊の中からＡ級戦犯だけを分祀して本殿に持っていったことになります。自分の親族を靖国神社に祀るのをやめてほしいという国内外の人々に対し、靖国神社側は一度祀った霊は分離できないと言って拒み続けています。しかし鎮霊社にいたＡ級戦犯が分祀されていたとするなら、こうした説明はすべて崩れてしまうことになります。

問い…Ａ級戦犯の分祀を求める意見が繰り返し出て来ますね。

答え…はい。仮にＡ級戦犯の「霊」が靖国神社からいなくなれば、政治家の参拝への諸外国からの批判は大幅に減り、さらに天皇が参拝する可能性が浮上します。しかし靖国神社はＡ級戦犯を守りたいので、分祀を拒み続けることでその矛盾をますます拡大させているのです。　　　　　井上 豊(広島長束教会牧師、大会靖国神社問題特別委員会委員)
＜ヤスクニ・ニュース＞
米国は日本の歴史修正主義に驚愕すべき（これは靖国委員の見解でなく、ニュースとして掲載）
　歴史を歪曲し、書き換えようとする日本政府の動きを放置すれば、トルーマン元米大統領まで戦犯になりかねないとする警告が出ている。J・ホプキンス大学高等国際関係大学院デニス・ハルピン招へい研究員は9日、外交安全保障専門誌「ナショナル・インタレスト」への寄稿で、「日本の歴史修正主義の出発点は慰安婦と南京大虐殺かも知れないが、その終末はトルーマン大統領と核爆弾になりかねない。日本が自らを太平洋戦争の犠牲者として美化すれば、米国は加害者になり、（太平洋戦争を起こした）東条英機ではなく、（原爆を落とした）トルーマン元大統領が戦犯になってしまう。日本には社会の指導層、政治家、ジャーナリストの中にも歴史修正主義者がいる。従軍慰安婦や南京大虐殺のような太平洋戦争当時に犯された日本の犯罪に沈黙すれば、結局は第2次世界大戦以降の連合国がつくり上げた世界秩序はまるごと崩壊する。自分たちが犯した戦争について、米軍の東京空襲、広島・長崎への原爆投下などはまるで日本が黙っていたのに攻撃されたかのように思わせるのが修正主義の本質だ」と断じた。　　　　　（朝鮮日報　ワシントン＝ユン・ジョンホ特派員3月11日）
７０年談話　村山元首相に聞く
　村山富市元首相（91）は、安倍晋三首相が今夏に発表する戦後七十年の談話について、本紙のインタビューに答えた。 …問い…村山談話が果たした役割は何か。 …答え…歴代内閣として初めて過去の過ちを率直に認め、謝罪を表明したことだ。その後の内閣がこれを継承し世界が納得した。中国や韓国が、お互い信頼し合って良い環境を作ろうと言った。 …問い…その後、歴史問題が再燃しているが。 …答え…小泉純一郎首相の靖国神社参拝、教科書問題など、残念でならない。そのうえ安倍首相が村山談話の見直しをするというので、世界が疑念の目で見ている。…問い…安倍首相は「村山談話を全体として引き継ぐ」と述べ、作成の段階で有識者の意見を聞いているが。 …答え…国会の答弁を聞いていると、村山談話に書かれている植民地支配や謝罪については触れたくない、薄めたいという気持ちがあるのではないか。歴史的事実や過ちについてごまかしてはいけない。そうすれば日韓、日中関係はますますこじれる。 …問い…村山談話の踏襲は、謝罪を繰り返すことになるという意見もあるが。 …答え…何回も謝罪するというのが村山談話の内容ではない。過去の事実を認め、繰り返さないという平和への決意を表明するものだ。 …問い…来日したドイツのメルケル首相は「過去の総括は和解の前提」と語ったが。 …答え…ワイツゼッカー元大統領は「過去に目を閉ざす者は現在も盲目となる」と言った。ドイツと日本が戦後歩んできた道はかなり違うが、ドイツは「過去に向き合う」と言葉を噛みしめて実践してきた。だから欧州の中で信頼されている。メルケル氏は「日本がアジアの中心であり、韓国や中国とうまくやって欲しいという期待から、ああ言ったのだろう。日本は孤立してはいけない」。（東京３月14日）
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侵略戦争を正当化・八紘一宇
自民党の三原じゅん子参院議員（50）が16日、参院予算委員会で「日本が建国以来、大切にしてきた価値観は『八紘（はっこう）一宇」だ』と紹介した。戦後70年の国会で、こうした言葉が飛び出すとは思いもしなかった。この言葉は戦前・戦中の日本のアジア侵略を正当化する標語として使われた。発言後、自民党内、国会でも大きな騒ぎにはなっていない。その静けさが問題の根深さを示唆している。（東京新聞特報部3月19日）
＜2015年度　各中会ヤスクニ問題委員会委員名簿＞

■北海道中会「ヤスクニ・社会問題委員会」　古賀清敬（委員長）、加藤正勝（書記）、蔦眞（会計・札幌北一条教会）　　■東京中会「靖国神社問題特別委員会」　木村治男（委員長）、斎藤修（書記）、上山修平、黒澤淳雄（会計・横浜長老）、小塩海平（東京告白）　　■近畿中会「教会と国家に関する委員会」　井上豊（委員長）、傳英二（書記）、音在静子（会計・宝塚売布教会）、小林正（高槻教会）　　■九州中会「ヤスクニ問題特別委員会」　島田善次（委員長）、川越弘（書記）、秦博記（会計・大分中央教会）、南茂昭夫(人権担当委員)
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